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 女性が輝く みんなが輝く 広島大学  

 

女性が，職業生活において，十分に能力を発揮し，活躍できる環境を整備するため，「女

性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が平成２７年８月２８

日に制定されました。 

広島大学では，大学全体の取り組みとして，女性の個性と能力が十分に発揮できること

に加えて，職場全体のより働きやすい環境を整えるべく，「女性活躍推進法に基づく広島大

学の行動計画」を次のように策定します。 

なお，この計画は，全１０年間のうち，前半の６年間に係るものです。 

 

１．計画期間  平成２８年４月１日から平成３４年３月３１日までの６年間 

 

２．内  容 

目標１ 女性教員の割合を 20％程度にする。 

（取組内容） 

 ・女性教員限定公募を実施する。（実施中） 

 ・女性教員の増加状況を学内の構成員が意識できるように，女性教員の採用割合を 

定期的に公表する。（実施中） 

 ・女性教員同士の交流機会の提供やネットワークづくりを支援する。（実施中） 

     

目標２ 男性の平均勤続年数に対する女性の平均勤続年数割合を 70％以上とする。 

（取組内容）  

・両立支援の一環として，多様化するライフスタイルに対応するため，柔軟な勤務

形態を整備する。（平成２８年４月～） 

・両立支援制度の活用を推進するとともに，活用状況について検証し，制度を活用

しやすい環境を整える。（平成29年 10月～）。 

・教職員を対象としたマタハラ・セクハラ防止のための研修を行う。（実施中） 

 

目標３ 女性管理職の割合を 20％程度にする。 

（取組内容） 

 ・管理職に対する女性部下の育成に関する意識啓発を行う。（平成２８年１２月～） 

・学内の女性管理職をロールモデルとして紹介する。（平成２８年１０月～） 


